
第 学年 モジュール学習指導案3

モジュールタイムの内容1
国語科（ 分） 算数科（ 分） 社会科( 分)15 15 15

音読 ・あいうえお，ん ・ ますかけ算 ・県名・国旗国名100
（ ）・阿波の鳴門 ・わり算フラッシュ アジア・南北アメリカ

辞書引き ・総熟語

本時 平成 年 月 日（水） 校時 教室2 20 11 12 5

本時のねらい3
○ 集中して学習に取り組む態度を育てる。

○ 声の出し方姿勢などに気をつけて，リズム良く楽しみながら音読できる。

○ 辞書を引くことになれる。

○ 乗法・除法の計算力を伸ばす。

○ 都道府県名，国名を繰り返し暗唱し，素早く言うことができる。

学級の実態と培いたい内容4
【習慣・構え】

○ 準備

鉛筆，消しゴム，国語辞典の準備はできるが，それらの物を，机上にそろえておく事が不

得手な児童がいる。必要な学習用具を事前に確認させ，素早くそろえられるように指導して

いる。

○ 姿勢

字を書くときに，前屈みになる児童がいる 「姿勢」の声かけで，よい姿勢を意識させて。

いる。

○ 話し方・聞き方

聞き手の方を向いて話し，話し手の方を体ごと向けて聞けるが，相づちを打ったり，頷い

たりなどの反応をしながら聞ける児童は少ない。また，一斉だと大きな声が出るが，一人だ

と小声になる児童もいる。簡単な課題に繰り返し答えることを通して，元気よく大きな声で

話す力をつけたい。

【手順・方法】

○ 音読

一斉読み，グループ読み，交互読みなどいろいろな読み方を工夫したり，言葉のリズムや響

きを楽しんだ音読をしてきており，音読の好きな児童が多い。そこで本時は，これまでに取り

組んできた作品の特徴をさらにしっかりと捉えて，音読，暗唱させたい。

①「あいうえお，ん」では，言葉のリズムを楽しむ。

②「阿波の鳴門」では，浄瑠璃の独特の節回しに気をつけて，登場人物の様子や気持ちを表現す

る。

○ 辞書引き

１年生のころから辞書引きに取り組んでおり，一つの語彙を 秒足らずで引くことのでき30
， ， 。 ，る児童が ％程いるが 反面 分以上かかる児童も数名いる 辞書引きを繰り返すことで23 2

一つの語彙を全員が 分以内で探せることをめあてに取り組む。1
① 総熟語のそれぞれの読み方とその意味を確かめる。

② ①の中で，辞書引きの必要な語彙を決める。



③ スタートの合図で，辞書引きを始める。

④ 五十音順にスムーズに探す。

⑤ 立って，語彙の意味を読む。１分間繰り返し読む。

⑥ 代表の児童が意味を言い，全体で確認する。

○ ますかけ算100
7 2集中力と計算力の向上をねらって足し算，引き算，かけ算に取り組んできた。 月時点で，

76 52 61 95 81分以内で足し算 ％，引き算 ％，かけ算 ％，３分以内では，足し算 ％，引き算

％，かけ算 ％が終了できるようになった。今回は百マスかけ算を行い，かけ算のスピード81
アップを図りたい。

① 教師の合図で，一斉にスタートする。

② やり終えたら 「はい」と言い，自分のタイムを記録する。，

③ 裏面の穴あきかけ算に取り組む。

④ 答えを聞き，間違いをマークする。

⑤ 記録カードに記入する。

○ わり算フラッシュカード

① グループごとにカードの答えを言う。2
○ 県名・国旗のフラッシュカード

外国の国名については，〇〇〇初等学校（韓国）との交流学習や，オリンピックへの関心等か

ら，取りくみを始めた。フラッシュカードや拡大地図を使って進めてきたが，アジアの国々へ

の関心は高く，楽しんで取り組んでいる。

① フラッシュカードを見て 「県名」や「国名」を瞬時に言う。，

② 南アメリカの二つの国について，教師の簡単な説明を聞き，その国の特徴をつかむ。

本時指導の展開5
配時 主な学習活動と内容 教師の支援・指導上の留意点

分 国語（ ）15 1
分 ( )準備運動 声の大きさ ○ スムーズに声が出せるように，口形・大きさに注2 1
分 ( )音読 意して声の準備運動をする。8 2

， ，「あいうえお，ん」 ○ 作品から感じる物を大切にして 感情を込めたり

「阿波の鳴門」 リズムに乗ったりした表現をさせる。

， 。5 3分 ( )総熟語の辞書引き ○ 辞書引きの不得手な児童のそばに行き 助言する

（ ） ， 。15 2分 算数 ○ 前回のタイムを確認し 今回のめあてを持たせる

分 ( ) ますかけ算 ○ 早く終わった児童には，集中を途ぎらせないよう9 1 100
に，裏の「穴あきかけ算」をさせる。

分 ( )わり算フラッシュカ ○ わり算に答える順番を，列・グループ・個人など6 2
ード と変化を付け，意欲が続くように工夫する。

分 社会 ○ 同じカードを繰り返し使う事で，各カードへの抵（ ）15 3
分 ( )地図記号 抗をなくす。5 1
分 ( )国旗・国名フラッシュ ○ 脳を活性化するため，国旗フラッシュカードを素10 2

カード 早く出題していく。

・アジアと北アメリカ

・南アメリカ


